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３ 研修の内容 

 

 

長野県総合教育センターから各校へ送付される「学校別指定研修対象者名簿」で、「全体研修Ａ」、「生

徒指導力充実研修（小学校）」が指定されていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

・３月に保健厚生課から発出されています「令和７年度(2025年度)保健厚生課関係研修会等一覧」 

を確認してください。 

・５月 15日の「全体研修Ａ」に関する事前課題①・②に取り組む。 

事前課題① 自己課題を明確にするために、自己評価を行う  

 

１年間の研修で追究する課題を明確にするために、「セルフチェックシート」（手引 P33 ） を使っ

て自己評価を行う。長野県総合教育センターＨＰから、セルフチェックシート（キャリアアップ研修

Ⅱ用）をダウンロードして入力、記入する。記入したものを１部コピーして原本と提出用あわせて２

部準備する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）研修の準備 （４月～５月） 

（1）対象者の確認 （４月中旬） 

 研修対象者の基準（手引 P5参照）を確認し、対象者とならないと判断された

場合は、管理職を通じて長野県総合教育センター教職教育部(0263-53-8804)に

連絡する。 

 ※エクセルファイルで 
作成する。 

○「セルフチェック項目」

に従って、５段階で評価

を入力する。数字を入力

するとレーダーチャー

トに表示される。 

・自分が得意とするスキル

について、さらに高める

ための研修方法を考え

る。 

・課題となるスキルについ

て、補完するための研修

方法を考える。 

理念指標について、日頃の

心構えを記入する。 

レーダーチャートを見なが

ら、自己の振り返りを記入

する。 
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事前課題② 自己課題に沿って研修計画を立てる  

 

（様式２）の「キャリアアップ研修Ⅱ計画書（案）」(手引 P22)を使って、自己課題に沿って考えた 

研修方法を具体化する（枠の部分のみ記入。記入例は手引 P36を参照）。記入したものを１部準備 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄養教諭用のセルフチェックシー

トで、栄養教諭の専門性（E）につ

いて、４段階で記入する。 

 

栄養教諭の専門性を振り返り、記

入する。 

栄養教諭用のセルフチェックシート 

 

様式２は計画書(案)と報告書の両方を

兼ねます。該当に○をして下さい。 

「校内研修の内容」、「異業種体験研修」については、「全体研修」研修講座の中で、情報交換をしな

がら記入するので、事前課題の段階では記入しないようにしてください。 

セルフチェックシートに記

入した評価を基に、自己課

題を決め、記入します。 

指定された研修の日にち

を記入します。（日程が合

わない場合は、総合教育セ

ンター教職教育部に相談

してください） 

申し込んだ研修の日にちと

講座名を記入します。 
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「全体研修Ａ・Ｂ」研修講座後、学校に戻って完成（日付は予定でも記入する）させてから、 

提出書類について(手引 P18)に従って提出する。 

 

事前課題①②は、校長と相談しながら進める。また、（様式１）「キャリアアップ研修Ⅱ対象者カード

（評価案）」（手引 P21）の記入を依頼しておく（記入例は手引 P35）。 

 

 

 

 

 

 

 

 計画に従って研修を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「全体研修」講座：栄養教諭は全体研修Ａ（南北信）５月１５日（木）参加  

・指定された日時の研修に参加する。 

・事前課題で考えた自己課題と研修計画を基に、今年１年間の研修が充実したものになるための研修

を行う。 

☆持ち物 

「令和７年度 栄養教諭キャリアアップ研修Ⅱの手引」 

「セルフチェックシート（キャリアアップ研修Ⅱ・栄養教諭）」２部→事前課題① 

「キャリアアップ研修Ⅱ計画書（案）（様式２）」２部→事前課題② 

「各校の年間暦」 

 

〈講座終了後〉 

 ・研修の中で作成した「キャリアアップ研修Ⅱ計画書（案）（様式２）」を校長に見せながら、研修の

報告をする。 

 ・校長と懇談しながら「キャリアアップ研修Ⅱ計画書（案）（様式２）」を完成させる。 

・校外研修で学んだことを校内研修で活かせるような計画を立てる。 

・１年間をかけて行う研修なので、研修日数に不足がないように気を付ける。 

・未定の所は、およその計画を立てておき、報告書で実際の研修を記載する。 

 ・完成した「キャリアアップ研修Ⅱ計画書（案）（様式２）」は、校長が作成する「キャリアアップ研

修Ⅱ対象者カード（評価案）（様式１）」と一緒に、学校長名で所管の教育委員会へ、それぞれ４部

（県立中学校は学びの改革支援課へ２部）提出するように手配する。 

 

記入した「セルフチェックシート」２部と「キャリアアップ研修Ⅱ計画書（案）」は、「全体研

修Ａ・Ｂ」で、「手引」、「学校の年間暦」と一緒に持参する。 

（３）研修の実施 （５月～２月） 

《研修を進めていく上での留意点》 

 研修の猶予や欠席、遅刻、早退など、予定通りに研修が進まないことがあった場合は、必ず校

長に相談して、判断を仰ぐ。それぞれの場合に応じて、手引 P17を参照して手続きの方法を確認

し、対応する。 
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② 生徒指導力充実研修講座：栄養教諭は（小学校）６月１６日(月)に参加 

・指定された日時の研修に参加する。 

 

③ 専門研修Ⅰ ７月８日（火） （１日）  

・保健厚生課の計画によって実施します。（別途通知） 

・指定された日時の研修に参加します。 

・受講できなくなった場合には、手引 P17を参照して手続きの方法を確認し、教頭先生を通じて保健

厚生課へ連絡してください。 

 

④ 現代的な諸課題への対応 （１日） 

 ・指定された講座（「令和７年度版 長野県総合教育センター 研修講座案内」のキャリアアップ研修

Ⅱのページの「現代的な諸課題への対応」一覧）から選択して申し込む。（申込締切：４月 18日（金）） 

 ・申し込んだ講座が受講できなくなった場合は、手引 P17を参照して手続きの方法を確認し、対応す

る。 

⑤ 異業種体験研修 （１日） 

・長期休業中に、在勤校の近隣地域の社会福祉施設、企業等から、受講者が選定して交渉し、１日間

実施する。 

・研修場所は「児童生徒の育つ地域を知る」ことを基本とし、「学校とは異なる業種を体験することに

より視野を広げる」「教育を異なった職業の視点から見る」「地域社会と学校との連携について考え

を深める」ことができるように選定する。 

 

 

 

 

 

・長期休業中に連続して実施することを原則とするが、受け入れ先の都合や日程上の都合により、変

更も可とする。ただし、土・日や休日に実施する場合は、勤務の振替や代休を伴うので、校長と十

分に相談・検討する。 

・研修場所が決まったら、「異業種体験研修実施計画書（様式３）」（手引 P23）を作成し、学校長名で

所管の教育委員会に３部（県立中学校は学びの改革支援課へ１部）提出する。 

・少なくとも実施の１ヵ月前には、準備を整え計画書が提出できるように進めていくとよい。 

〈研修終了後〉 

・実際の研修が計画書と違う場合は、「報告書（様式２）」に実際の研修内容を記載する。 

・異業種体験の依頼・お礼については、校長を通じて行う (手引 P31･32参照) 。 

・異業種体験研修が終了したら１ヵ月以内に「異業種体験研修実施報告書（様式３）」（手引 P23）を

作成する（記入例は手引 P37参照）。 

・完成したら、学校長名で所管の教育委員会に３部提出する。 

 

 

⑥ 専門研修Ⅱ ２月３日（火）（１日） 

・保健厚生課の計画によって実施します（別途通知）。 

 ・自己課題に基づき取り組んだ結果をレポートにまとめ、本研修会（校外の研究会）で発表し、参加

（参考）異業種体験研修の例 

 社会教育施設（図書館、博物館、美術館等）、製造業関係、農・林・水産業関係、 

 建設土木業関係、サービス業（商店、飲食店、宿泊施設等）、 

 社会福祉施設（医療、介護、授産施設、児童心理治療施設等）、市町村機関・官公署、 

 情報・通信関係、他校種・園・保育所 等 
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対象者カード（様式１）の作成 

 校長は、対象者カードに示された項目（「長野県の教員に求められる資質能

力」）について、対象者本人の自己評価や、教頭・教務主任等の意見を参考に

して、対象者に対して助言し、それをもとに対象者の研修課題を明確にして対

象者カードを作成する。 

研修計画書（様式２）の立案 

 校長は、対象者との面談等を通して、対象者の研修テーマについて把握し、

対象者の研修テーマに沿った校内研修・校外研修内容を立案する。 

 

所管の教育委員会は、校長から提出された研修計画案を検討し、 

当該校の校長に研修計画書として認める旨を通知する。 

 

研修のまとめ 

校内の相談・支援体制の確立と校内研修の充実 

 校長は、対象者が校外研修や体験研修を生かした授業実践、地域の人々と連

携してすすめる授業づくり等の実践を発展させていくことができるように、支

援体制を確立し、適時、指導・助言をするとともに、校内研修の充実を図る。 

 

研修報告書を作成 

 校長は、面談等を通して、対象者の研修の成果を確認するとともに、

対象者の次年度以降の研修課題が明確になるように指導・助言をする。 

 

者からフィードバックを得ます。 

 ・発表資料について 

  自己課題及び学校教育目標から取り組んだ今年度の食に関する指導の実践・異業種体験（Ｐ・ 

Ｄ）、授業力向上研修Ⅳ（Ⅾ）、専門研修Ⅰ研修を生かした評価（Ｃ）、次年度以降に向け 

た（Ａ）について、ＰＤＣＡに沿って、パワーポイント又はレポート形式で10分以内にまと 

めて発表する。 

 ・フィードバックを参考に、発表レポートを見直し、「キャリアアップ研修Ⅱ報告書（様式２）」とと

もに、所管の教育委員会に３部（特別支援学校は特別支援教育課に１部）提出します。 

 

⑦校内研修 （５回）＋授業力向上研修Ⅳ 

・自己課題の解決に向けて、具体的に何ができるのか、校長と懇談しながら計画を立て、計画的に実

施する。 

・校長が指導の主体となり、対象者との面談等を通して、対象者自身が自己の課題を明確にし、それ

に沿った研修テーマが決定できるように支援・援助する。また、対象者に即した研修計画を立案し、

年間にわたって適時、相談・助言・指導をすることにより、校内研修の充実を図る。 

・書類の作成については、以下を参考に行う。 

 

対象者カード（様式１）・研修計画書（様式２）の作成 

   

 

       

  

 

 

 

        

 

 

           

              

 

 

 

研修の実施 
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 ア 対象者カードの作成 

・対象者カードの作成に当たっては、以下のセルフチェックシート（キャリアアップ研修Ⅱ）の

チェック項目を参照し、対象者個々の課題に即して作成する（記入参考例 P.33参照）。 

 セルフチェックシートのチェック項目 

資質能力 チェック項目 

Ａ 高い倫理

観と使命感

及び確かな

子供理解 

① 社会の秩序と規律を遵守

し、信頼される存在 

② 教員としての責務の自覚 

③ 子供に関する確かな科学

的知見と深い人間愛 

・教員の社会的責務に関する理解を深め、信頼され 
る存在を目指し、確かな判断力をもって行動しよ 
うとしている。 

・これまでの子供観を見返し、さらに児童生徒の理 
解を深めている。 

Ｂ 確かな人

権意識と共

感力 

① 全ての人の人権を尊重す

る態度 

② 児童生徒や保護者の思い

（悲しみや喜び）を感じ取

る力  

・児童生徒や保護者の話をよく聞こうとしている。 
・児童生徒を理解したり保護者と連携・協力したり 
するための手法を学んでいる。 

・自分はもちろん、同僚のあり様にも配慮している。 
・リスクマネジメントの能力を身に付けようとしてい
る。 

Ｃ 地域社会

と連携・協

働する力 

① 地域社会の発展に主体的

に寄与する力 

② 郷土を愛し、地域の自

然、歴史、文化及びそこ

に住む人々を尊重する態

度 

・地域の行事やボランティア活動等の運営に参画し
ている。 

・地域活動で得た知識や技能、人脈を、教育活動に活
かしている。 

Ｄ 目標実現

に向け、柔

軟に対応す

る力 

① 知識や技能を常に刷新し 

ようとする意欲や態度 

② 同じ目的に向かってチー 

ムで対応する力 

・教育等に係る最新情報に常に触れ、課題意識をも
とうとしている。 

・分からないことや困っていることを、同僚や上司
に相談し、課題を解決しようとしている。 

・教科会や学年会を運営するためのスキルを身に付
けようとしている。 

Ｅ 「教育の

プロ」とし

ての高度な

知識や技能 

① 教科指導、生徒指導、学級

経営等を的確に実践する力 

② グローバル化、情報化、

特別支援教育等の課題に

対応できる力 

・よいものや必要なものを学ぼうとする意欲と謙虚
さをもっている。 

・先輩教員の姿から、専門的な知識や技能を学ぼう 
としている。 

・よい授業を数多く見ようとしている。 

 

イ 校内研修計画の立案 

・校内研修計画の立案に当たっては、できるだけ具体的な実施内容を「キャリアアップ研修Ⅱ 計画書

（案）（様式２）」に記述することによって、対象者自身の研修課題がより明確になるように配慮する。 

校内研修実施計画の参考例  

５回の校内研修＋授業公開 

回 研修内容 時期 

1 
自己課題（テーマ）の設定 

 自己課題について、校長と教頭、教務主任等から意見を聞き、視点を明確にする。 
５月 

２ 
校内での授業参観 

 先輩教師や同僚の授業を参観するなどして、ともに授業分析をする。 
６月 

３ 
自己の研鑽履歴に応じた研修 

自己の専門的な研修を教育活動にどのように生かすか、校長、教頭等と議論する。  
９月 

※ 
地域（人・食材・食文化等）素材を活かした授業づくり 

地域素材について知見を広め、具体的活動等をとおして研究する。 
９月 
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４ 
生徒指導 「子どもと教師」 

 子どもの心理と対応について、基本的なカウンセリングの理論と実際について研修
する。児童生徒への接し方について見直し、学年主任、教務主任等と協議する。 

10月 

※ 
授業公開及びフィードバック 

 自己の専門的な研修を教育活動にどのように生かすか研究し、授業公開をするなど
して授業を参観してもらい、授業分析を行い、成果と課題を明らかにする。 

11月 

５ 
自己課題の見直し 

 自己課題の達成状況を振り返り、校長、教頭と研究し報告書を作成する。 
２月 

※「子どもと共につくる授業」への改善を図り、基礎基本の確実な定着を図る指導について授業研究を

実施する。 

 

参考：対象者個々の課題に即して、栄養教諭として以下の項目について検討する。 

食に関する 

指導に関する 

項目 

 

・食に関する指導の全体計画の実践・評価 

・教材研究、教材作成等の工夫 

・食に関する指導方法の工夫と意欲 

・授業のねらいの明確化と「食育の視点」の位置づけの工夫 

・子どもが主体となる健康づくりの工夫 

・ＩＣＴの有効活用による指導の工夫           

・校内での連携と協力                

・保護者や地域との連携と協力                   等 

                 

生徒指導に 

関する項目 

 

 

・児童理解・生徒理解、教職員との連携の在り方 

・教職員と児童・生徒の信頼関係の構築 

・障害のある児童・生徒への理解と指導 

・生徒指導に対する考え方や基本姿勢                等 

 

 

ウ 研修報告書の作成に当たって 

・研修の開始時から「キャリアアップ研修Ⅱ 報告書（様式２）」（手引 P22）を準備しておき、校内

研修を実施したらすぐに記入していくように心がける（記入例は手引 P36参照）。その際、校長と面

談して研修の成果と今後の課題を明確にして、研修計画の加除修正をしながら、校内研修の充実を

図るようにする。 

 

 

長野県総合教育センターホームページからセルフチェックシートをダウンロードして入力する。年度当

初の自分と比較して研修を振り返り、校長と懇談しながら「キャリアアップ研修Ⅱ報告書（様式２）」を

完成させ、学校長名で所管の教育委員会に３部（県立中学校は学びの改革支援課へ１部）提出する。 

（４）研修のまとめ （２月） 
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４ 研修の欠席、休止等について 

(1) 校外研修の欠席、遅刻、早退の手続きについて 

ア 長野県総合教育センターが主催する「全体研修Ａ・Ｂ」「生徒指導力充実研修（小学校）・（中学校）」

「現代的な諸課題への対応」講座を欠席する場合 

対象者が学校行事や健康上のやむを得ない事由等で研修を欠席するときは、校長は、長野県総合教

育センター教職教育部長に連絡をした上で、欠席・遅刻・早退に係る電子申請を行う。また、電子申

請送信直後の画面から出力可能な PDFファイル（様式第 60号）を出力し、所属校で保管する。 

なお、代替研修については、電子申請後に長野県総合教育センター教職教育部より連絡を受け、協

議し、指定期日を変更するか、年度内に当該研修を修了できるように調整する。 

イ 保健厚生課が主催する「専門研修Ⅰ」「専門研修Ⅱ」を欠席する場合 

保健厚生課に連絡し、代替研修を相談の上、「欠席届（様式 61 号）」を保健厚生課長あてに提出す

る。その際、指定された年度内に、保健厚生課から改めて指定を受けた代替研修を受講すること。 

  ウ 異業種体験研修の期日及び場所を変更する場合 

やむを得ず研修の期日及び場所を変更する場合は、対象者は校長を通じて、研修をする機関の長宛

に変更の連絡をし、指定された年度内に当該研修を修了すること。 

  エ 遅刻又は早退の手続きについて 

対象者が学校行事や健康上のやむを得ない事由等で遅刻又は早退する場合は、校長は、研修講座、

授業研究会等の主催機関の長宛に連絡をし、当該主催機関が定める様式により、遅刻又は早退の届を

提出する。 

 

 (2) 研修の休止について 

ア 対象者が健康上のやむを得ない事由等により、指定された年度途中に研修を継続することができな

いと判断する場合、校長は、休止に係る電子申請を行う。また、電子申請送信直後の画面から出力可

能な PDFファイル「指定研修休止願（様式 44）」を出力し、「指定研修報告書（休止者用）（様式 11）」

と合わせて、所管の教育委員会に３部提出する。 

イ 翌年度以降、研修を再開する場合、校長は、再開に係る電子申請を行う。また、電子申請送信直後

の画面から出力可能な PDFファイル「指定研修再開願（様式 45）」を出力し、所管の教育委員会に３

部提出する。 

 

 

 

 

 

 

ウ 指定研修休止者が異動する場合、所属校の校長は、異動先の学校（以下「新任校」という）の校長

に、指定研修休止の旨を連絡するとともに、休止者の異動に係る電子申請を行う。また、電子申請送

信直後の画面から出力可能な PDFファイル「指定研修休止者異動届（様式 46）」を出力し、所管の教

育委員会に３部提出する（所管の教育事務所は保健厚生課に１部提出する）。 

＜研修休止の例＞ 

  ◇産、育休 

  ◇療休、介護休暇等 

  ◇健康上、受講不可能な場合 

  ◇その他、県教育委員会が認めた場合 
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（様式３） 

  年  月  日 

所管教育委員会・所管教育事務所（経由） 

保健厚生課長 様 

キャリアアップ研修Ⅱ「異業種体験研修」実施（ 計画 ・ 報告 ）書 

学校名  対象者氏名  

企業・事業所 

施設名 

 

 
研修期間     月    日（  ） 

住所・電話番号  

 

研修内容 

 

 

研修を通じて学んだこと・今後に生かしたいこと等(報告書のみ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校長 

所見 

（報告書のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

上記の通り報告いたします。 

 

立       学校 学校長 氏名 
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参考文例①                          年   月   日 

            様 

      学校 校長            

 

キャリアアップ研修Ⅱ「異業種体験研修」受け入れのお願い（依頼） 

 

貴所におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素より格別のご高配

を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、本県では10年目を迎えた教職員の資質の向上を図るため、キャリアアップ研修Ⅱを実施

しております。その一環として、より視野を広め、豊かな人間性を培うことを目指し、「異業種

体験研修」を位置付けております。 

つきましては、御多用中たいへんに恐縮ですが、貴所におきまして「異業種体験研修」を、下

記により受け入れていただきたく、お願い申し上げます。 

 

記 

 １ 日 時 

 

 ２ 場 所 

 

 ３ 内 容 

 

 ４ 研修教員名 

   （研修人数） 

 

 ５ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○立○○学校 

担 当  

□□ □□  △△ △△ 

電 話  

ＦＡＸ  

E-mail  
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参考文例②                          年   月   日 

            様 

      学校 校長           

 

 

キャリアアップ研修Ⅱ「異業種体験研修」受け入れについて（お礼） 

 

 

貴所におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、本年度実施いたしました本校職員のキャリアアップ研修Ⅱ「異業種体験研修」の際には、

急なお願いにもかかわらず快く受け入れていただきありがとうございました。 

おかげさまで、たいへんに貴重な体験をさせていただき、無事終了することができました。皆様

のご協力の賜物と厚く御礼申し上げます。 

 

○○立○○学校 

担 当  

□□ □□  △△ △△ 

電 話  

ﾌｧｸｼﾐﾘ  

電子メール  
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キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

で
身

に
付

け
る

ス
キ

ル
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

項
目

評
価

地
域
の
人
材
・
企
業
等
の
協
力
に
よ
る
地
域
学
習
を
教
科
等
の
授
業
に
位
置
付
け
、
学
習
を
展
開
し
て
い
る
。

学
習
環
境
を
整
え
、
個
別
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
活
動
に
地
域
の
方
の
力
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

年
間
指
導
計
画
や
行
事
計
画
等
を
も
と
に
見
通
し
を
も
ち
、
教
科
会
や
学
年
会
で
地
域
の
教
育
資
源
の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。

地
域
素
材
を
扱
う
授
業
を
構
想
し
て
い
る
。

自
分
が
住
む
地
域
に
関
心
を
寄
せ
た
り
、
教
科
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
あ
て
は
め
て
考
え
た
り
す
る
学
習
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

調
査
・
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
て
学
ん
だ
自
己
の
考
え
を
地
域
へ
の
思
い
と
重
ね
て
、
ま
と
め
た
り
発
信
し
た
り
す
る
学
習
活
動
を
設
定
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り
、
指
導
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

自
身
の
力
量
向
上
の
た
め
に
、
自
己
の
強
み
と
課
題
を
明
確
に
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
。

各
種
研
修
へ
の
参
加
、
授
業
参
観
や
授
業
公
開
等
、
教
員
と
し
て
の
力
量
向
上
の
た
め
の
自
主
的
な
取
組
を
し
て
い
る
。

専
門
的
な
能
力
や
指
導
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
学
年
経
営
や
教
科
経
営
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
る
。

教
職
員
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
の
間
で
意
識
を
共
有
し
、
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

常
に
見
直
す
意
識
を
も
っ
て
、
地
域
や
学
校
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し
た
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案
し
て
い
る
。

日
頃
か
ら
児
童
生
徒
を
観
察
し
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
職
員
間
で
啓
発
し
、
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
指
導
上
の
問
題
等
に
つ
い
て
他
の
職
員
と
連
携
し
、
組
織
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

危
機
管
理
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
話
題
に
し
、
職
員
間
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

各
教
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
、
道
徳
の
目
標
や
内
容
の
関
連
を
教
科
会
や
学
年
会
等
で
共
通
理
解
し
て
い
る
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
、
教
科
等
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
、
創
意
工
夫
を
加
え
た
編
成
や
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
教
科
横
断
的
な
視
点
で
教
育
内
容
を
配
列
す
る
年
間
指
導
計
画
作
成
に
参
加
し
て
い
る
。

学
習
の
ね
ら
い
に
応
じ
て
評
価
規
準
を
設
け
、
個
々
の
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
。

発
達
の
段
階
や
習
熟
度
等
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
授
業
を
計
画
し
た
り
、
展
開
し
た
り
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
自
ら
問
い
を
見
い
だ
し
、
課
題
の
追
究
、
課
題
の
解
決
を
行
う
探
究
的
な
学
び
と
な
る
よ
う
な
授
業
を
構
想
し
て
い
る
。

単
元
や
題
材
な
ど
内
容
や
時
間
の
ま
と
ま
り
か
ら
考
え
て
、
児
童
生
徒
の
「
学
び
に
向
か
う
力
」
を
高
め
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

授
業
の
中
に
、
学
び
を
自
覚
で
き
る
場
面
や
、
対
話
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
な
ど
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
場
面
を
設
定
し
て
い
る
。

本
時
つ
け
る
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
適
し
た
学
習
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

多
様
な
評
価
の
行
い
方
を
知
り
、
実
際
に
活
用
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
を
理
解
し
て
い
る
。

多
様
な
評
価
方
法
を
児
童
生
徒
の
実
態
や
単
元
や
題
材
等
に
応
じ
て
効
果
的
に
活
用
し
て
い
る
。

教
科
会
や
学
年
会
に
指
導
の
改
善
を
推
進
す
る
た
め
の
評
価
方
法
の
提
案
を
し
て
い
る
。

社
会
的
自
立
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
て
指
導
や
支
援
を
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
基
本
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
技
法
を
身
に
付
け
て
い
る
（
身
に
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
）
。

児
童
生
徒
が
、
自
分
で
判
断
し
た
り
、
決
め
た
り
す
る
力
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導
や
支
援
を
心
が
け
て
い
る
。

一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
意
識
し
な
が
ら
、
集
団
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

様
々
な
教
育
活
動
を
、
生
徒
指
導
的
な
視
点
で
と
ら
え
、
集
団
の
機
能
を
高
め
る
指
導
と
結
び
付
け
て
い
る
。

他
の
教
員
と
、
学
級
等
の
集
団
の
よ
さ
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
指
導
の
方
向
を
そ
ろ
え
た
上
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

授
業
や
校
務
な
ど
の
場
面
で
IC
T
を
活
用
し
て
い
る
。

授
業
や
、
校
務
に
関
わ
る
資
料
作
成
や
デ
ー
タ
の
整
理
・
共
有
な
ど
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。

同
僚
の
相
談
に
の
る
な
ど
し
て
、
IC
T
活
用
を
校
内
に
広
げ
る
取
組
を
し
て
い
る
。

外
部
の
専
門
家
等
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
し
て
児
童
生
徒
の
特
性
を
と
ら
え
て
、
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

集
団
の
よ
さ
（
一
人
一
人
に
役
割
が
あ
る
、
連
帯
感
が
感
じ
ら
れ
る
等
）
を
学
級
で
共
有
で
き
る
授
業
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

課
題
解
決
に
向
け
て
、
同
僚
と
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
支
援
方
法
を
粘
り
強
く
探
り
、
有
効
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

多
様
な
評
価
方
法
や
、
複
数
の
評
価
者
に
よ
る
評
価
を
組
み
合
わ
せ
、
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
を
客
観
的
に
把
握
し
、
指
導
の
改
善
に
努
め
て
い
る
。

各
教
科
等
と
の
関
連
を
意
識
し
た
横
断
的
な
テ
ー
マ
設
定
を
行
う
な
ど
、
指
導
計
画
の
中
に
発
展
的
な
学
習
活
動
を
位
置
付
け
て
実
践
し
て
い
る
。

年
間
の
指
導
計
画
や
、
実
施
状
況
及
び
学
習
効
果
に
つ
い
て
不
断
に
点
検
・
見
直
し
を
行
い
、
校
内
に
お
け
る
学
び
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
る
。

職
 
名

⽒
 
名

キ
ャ

リ
ア

ス
テ

ー
ジ

Ⅱ
 伸

長
期

相
当

（
経

験
５

年
か

ら
1
0
年

程
度

）

E6

理
念

指
標

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
拠

点
と

し
て

の
学

校
づ

く
り

地
域

を
フ

ィ
ー

ル
ド

に
し

た
学

び
づ

く
り

学 習 指 導

D
2

D
4

D
3 E1 E2

ス
キ
ル
の
平
均

E 3 E4

学
校
名

C
1

C
2

繰
り

返
し

自
覚

し
絶

え
ず

意
識

化
を

図
る

資
質

能
力

Ａ
　

高
い

倫
理

観
と

使
命

感
及

び
確

か
な

子
ど

も
理

解
　

①
社

会
の

秩
序

と
規

律
を

遵
守

し
、

信
頼

さ
れ

る
存

在
②

教
員

と
し

て
の

責
務

の
自

覚
　

③
子

ど
も

に
関

す
る

確
か

な
科

学
的

知
見

と
深

い
人

間
愛

Ｂ
　

確
か

な
人

権
意

識
と

共
感

力
①

全
て

の
人

の
人

権
を

尊
重

す
る

態
度

　
②

児
童

生
徒

や
保

護
者

の
思

い
を

感
じ

取
る

力

　 Ｃ 　 地 域 社 会 と

　 連 携 ・ 協 働 す る 力

実
務

指
標

経 験 や 研 修 を 積 む こ と で 高 め て い く 資 質 能 力

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

学
習

評
価

（
C
h
e
c
k
-
A
c
t
i
o
n
）

D
1

教
材

研
究

（
P
l
a
n
）

指
導

方
法

（
D
o
)

Ｄ  目 標 実 現 に 向 け 、 柔 軟 に 対 応 す る 力

E7 E8

・
職
場
内
で
の
同
僚
性
を
高
め
、
情
報
を
共
有
し
た
り
、
危
機
管
理
や

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
話
題
に
し
た
り
す
る
風
土
を
醸
成
す
る
。

・
各
教
科
等
の
教
育
内
容
を
相
互
の
関
係
で
捉
え
、
学
校
教
育
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
教
科
等
横
断
的
な
視
点
で
、
教
育
内
容
を
組
織

的
に
配
列
す
る
。

・
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
」
や
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
」
な
ど
、
多
様
な

評
価
方
法
を
用
い
て
児
童
生
徒
の
学
び
の
深
ま
り
を
把
握
し
、
学
習
・

指
導
の
改
善
に
生
か
す
。

・
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、
児
童
生
徒
自
身
の
主
体
的
な
判

断
や
自
己
決
定
を
促
す
な
ど
、
一
人
一
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な

が
る
指
導
に
努
め
る
。

・
個
々
の
児
童
生
徒
の
学
び
の
特
性
や
状
況
に
応
じ
、
既
得
の
知
識

や
技
能
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
学
習
過
程
を
構
想
す
る
。

・
学
習
指
導
と
生
徒
指
導
の
両
面
か
ら
児
童
生
徒
の
学
び
を
捉
え
、

対
話
的
な
関
わ
り
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
が
メ
タ
認
知
能
力
を
発
揮
し

な
が
ら
「
学
び
に
向
か
う
力
」
を
高
め
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
、
地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
教
育
課
程
を
編
成
す
る
。

・
地
域
の
課
題
を
発
見
し
た
り
解
決
策
を
提
案
し
た
り
す
る
学
習
を
通

し
て
、
児
童
生
徒
が
郷
土
へ
の
誇
り
や
郷
土
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

※
各

セ
ル

フ
チ

ェ
ッ

ク
項

目
に

つ
い

て
、

「
評

価
」
の

欄
に

１
～

５
の

自
己

評
価

を
入

力
し

て
く
だ

さ
い

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
研

修
Ⅱ

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

Ｅ  「 教 育 の プ ロ 」 と し て の 高 度 な 知 識 や 技 能

資
質

能
力

を
支

え
る

ス
キ

ル

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

危
機

管
理

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

生 徒 指 導 現 代 的 な 諸 課 題 へ の 対 応

・
自
ら
の
教
職
キ
ャ
リ
ア
を
俯
瞰
し
、
強
み
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
今

後
の
目
標
を
設
定
し
、
日
々
の
教
育
実
践
に
具
体
化
す
る
。

・
学
年
経
営
や
教
科
経
営
に
積
極
的
に
参
画
し
、
メ
ン
バ
ー
と
意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
、
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
を
提
案
す

る
。

・
児
童
生
徒
へ
の
理
解
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
多
様
性
を
認
め
共
に

成
長
す
る
集
団
づ
く
り
に
同
僚
と
協
働
し
て
取
り
組
む
。

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
知
見
を
身
に
付
け
、
必
要
に
応
じ
て
活
用

す
る
。

・
学
習
プ
ラ
ン
を
開
発
し
た
り
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
に
用
い
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
作
成
し
た
り
し
て
、
校
内
で
の
探
究
の
学
び
の
推
進
を
支
援
す
る
。

日
頃

の
心

構
え

・
様
々
な
教
育
活
動
と
の
関
連
付
け
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
生
活
や
学

習
の
基
盤
と
し
て
の
集
団
の
機
能
を
高
め
る
。

・
ＩＣ

Ｔ
を
活
用
し
た
実
践
事
例
を
蓄
積
し
、
校
内
で
共
有
す
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
た
り
、
同
僚
の
相
談
に
の
っ
た
り
し
て
、
ＩＣ

Ｔ
活
用
を
校
内
に

広
げ
る
取
組
を
行
う
。

　
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

の
ま

と
め

E5

個
へ

の
指

導

集
団

に
お

け
る

指
導

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
な

教
育

探
究

の
学

び

ス
キ
ル
の
平
均
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